
項 ⽬ 内 容

名称 パイナップル [英]Pineapple [学名]Ananas comosus (L.) Merr.、Ananas  

comosus (L.) Voss.、Bromelia ananas L.、Bromelia comosus L.、Ananas  

sativus Schult. f.

概要 パイナップルは、中⽶からブラジル北部原産で、世界の熱帯から温帯地域に広く栽

培されている多年⽣草本である。⼀般に果実が⾷⽤とされるほか、健康⾷品として

は、果実抽出物が使⽤される。 果実や根茎に含まれるタンパク質分解酵素のブロメ

ラインは、⽇本では医薬品として使⽤される成分本質に該当するため、ブロメライ

ンを原材料として⾷品に使⽤することはできない。

法規・制度 ■⾷薬区分

・ブロメライン︓「専ら医薬品として使⽤される成分本質 (原材料) 」に該当する。

・パイナップル (パイナップル加⼯品) 果実︓「医薬品的効能効果を標ぼうしない限

り医薬品と判断しない成分本質 (原材料) 」に該当する。

■⾷品添加物

・既存添加物

ブロメライン︓酵素

・⼀般飲⾷物添加物

パイナップル果汁 (パイナップルジュース) ︓着⾊料

・天然⾹料基原物質リスト

パイナップルが収載されている。



成分の特性・品質

主な成分・性質 ・フラボン (アナナフラボンA〜D) 、フェニルプロパノイド (フェルロイルスペル

ミヂン、ジフェルロイリスペルミン、フェルロイルグリセロール、S-シナピルグル

タチオン) 、アントシアニン (シアニジン3,3ʼ5-O-トリ－β-D－グルコピラノチド)  

などを含む (101) 。

・グリコシドセラミドを含む (2016310992) (PMID:31466334) 。

分析法 ・パイナップル中のビタミン類をHPLCにより分析した報告がある

(PMID:33102856) 。
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循環器・

呼吸器

調べた⽂献の中に⾒当たらない。

消化系・肝臓 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

糖尿病・

内分泌

調べた⽂献の中に⾒当たらない。

⽣殖・泌尿器 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

脳・神経・

感覚器

調べた⽂献の中に⾒当たらない。

免疫・がん・

炎症

調べた⽂献の中に⾒当たらない。

⾻・筋⾁ 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

発育・成⻑ 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

肥満 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

その他 RCT︓国内

【機能性表⽰⾷品】 肌のくすみおよび乾燥を感じる健康な成⼈61名 (試験群30名、

平均45.3±8.5歳、⽇本) を対象とした⼆重盲検無作為化プラセボ対照試験におい て

、就寝前にパイナップル果実エタノール抽出物30.0 mg (グルコシルセラミド1.2  

mg含有) /⽇を12週間摂取させたところ、経表⽪⽔分蒸散量、⽪膚⽔分量、⽪膚の

⾊調、キメに影響は認められなかった (2016059132) 。

http://www.ncbi.nlm.nih.gov/entrez/query.fcgi?cmd=Retrieve&db=PubMed&list_uids=31466334&dopt=Abstract
http://www.ncbi.nlm.nih.gov/entrez/query.fcgi?cmd=Retrieve&db=PubMed&list_uids=33102856&dopt=Abstract
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